
別紙－７ 河床形状調査
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昭和52年災害復旧工事

昭和58年災害復旧工事

Ｃ：砂州部陸域

Ａ：右岸深掘れ部

Ｂ：砂州部流路

※コンター図は、平成17年４月の定期

横断測量結果を基に作成した。

凡 例

：トレンチ調査

：平成19年度 ボーリング調査

：平成18年度 ボーリング調査
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Ｃ：砂州部陸域Ｂ：砂州部流路河床（水中写真）

コア試料 トレンチ試料 トレンチ試料

河床に設置した
深掘れ計測機器



H19台風4号堆積物

H14河床高

H15.3製造の空缶

H17台風14号堆積物

H16台風10号～23号堆積物

H16以前の堆積物

トレンチNo.3：14k/200付近

H17河床高

H18河床高

逆級化構造
（上方に向って粗粒化する）

正級化構造
（上方に向って細粒化する）

粘 土

シルト

砂

礫

凡 例

※２ 堆積時期(台風)については、
当該箇所の定期横断測量結果
及び堆積状況を基に推定した。

※１

※１

※１

※２

※２

※２

※２

※１ 河床高は、各年度の定期横断測
量結果から求めた調査地点近傍
の河床高である。
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昭和51年洪水時の深掘れ
（平面コンター図より推定）

横断図(14k/200)

縦断図
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：昭和49年測量断面

：平成11年測量断面

：平成14年測量断面

：平成17年測量断面

：平成18年測量断面

：平成19年測量断面

：推定最深河床

：昭和49年測量断面

：平成11年測量断面

：平成14年測量断面

：平成17年測量断面

：平成18年測量断面

：平成19年測量断面

：推定最深河床

：Ｓ52年災害復旧時に根固ブロック等に
より埋め戻した範囲

：Ｓ52年災害復旧時の根固ブロック上面
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